
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2021年6月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

企業業績については、原材料高に加えて米国および欧州景気の先行きに対する警戒感
が残りますが、経済活動再開に対する期待に加え、円安が輸出関連企業の業績見通し
を支えると考えられます。国内株式相場は、こうした業績見通しに加えて参議院選挙
を控えた政策期待に支えられる一方、米国および欧州景気の先行きに対する懸念が重
しとなり、方向感に欠ける展開になるとみています。

国内株式相場は方向感に欠ける展開

（期間：2021年6月30日～2022年7月15日）
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日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2022年7月11日～7月15日）

投資環境見通し（2022年7月）

先週の国内株式市場は、前週末比で上昇しました。
週初は、参議院選挙で自民党が大勝したことで政権運営が安定するとの期待感から上昇し
てスタートしましたが、その後は中国での新型コロナウイルス感染拡大懸念などにより上
値の重い展開となりました。発表された6月の米国CPI（消費者物価指数）が予想を超える
伸びとなり金融引き締め加速への懸念から米国株式は下落したものの、24年ぶりの円安水
準となったことで輸出関連銘柄に買いが入り国内株式は上昇して週を終えました。

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会
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TOPIX規模別指数の推移
（期間：2021年6月30日～2022年7月15日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202207_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 1,892.50 0.27% 1.97% ▲4.31% ▲2.43%

日経平均株価 ▲5.27%26,788.47 1.02% 1.76% ▲4.75%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
7月15日

MYAM Market Information
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